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藤川 豊文藤川 豊文
日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上
げます。祖父が創業し、父、そして私とバトンを
受け継いできた有限会社藤川工務店は、皆様方の
お力添えをいただきながら、今日まで歩みを進め
てまいりました。2023 年の幕開けに際し、新年の
ご挨拶とともに今後の展望についてお話させてい
ただければと思います。

これまで歩んできた道のり

創業は 1935 年（昭和 10年）ですが、藤川工務
店と名がついたのは父の代から。私は高校卒業後、
横浜市の建設業者に入社し大規模工事の現場監
督、後半は営業活動について学んだのち、1996 年
（平成８年）に入社しております。当時は公共工事
を多く請け負っておりましたが、公共工事主体か
ら地域木材活用の住宅施工に特化した民間工事主
体の工務店へと考え、自社で計画した分譲地開発
を 13 区画ほど手がけた後、高知市内の不動産会
社とタイアップして分譲住宅の施工と共に、大
工・基礎工事の技術を活かせる大手ハウスメー
カーとの協力体制に力を注ぎ、公共工事主体から

民間工事主体へとシフトし、周りの方々のご支援
もあり 2008 年に代表取締役社長に就任いたしま
した。
しかし就任後間もなく日本経済の衰退徐々に不
動産会社からの受注、公共事業の案件も減少する
波乱もありましたが、2017年には木造町営住宅の
５年計画がスタート 2019 年には創業以来最高額
の受注額の学校施設を受注し、再び上向きに。木
造町営住宅、学校施設を手がけたことで技術面の
ノウハウを蓄え、不動産営業本部を創設し、営業
職の社員の増員にいたり、会社の規模も大きく
なっていったのです。
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職人たちとの連携を強みに

藤川工務店のモットーは、『顔が見える家づく
り』です。お客様の日々の生活で家族の顔が見え
やすい家づくりは勿論！ですが、木を切る職人、
加工する職人、組み上げる職人など、家づくりは
多くの工程を高度な技術と専門性を持つプロ
フェッショナルが担っている「顔」もあります。
木造住宅を手がける者として、10年ほど林業に携
わる職人たちとの関係を築くなかで、私はお客様
に、そのような職人たちと直接関わる機会を持っ
ていただきたいと、思案を巡らせているのです。
職人との協力関係が構築されているからこそ、

「この職人さんの手でつくられた家です」と自信を
持ってご紹介できる。都市部の工務店にはできな
い、藤川工務店ならではの強みといえるでしょう。
これからは社員にも、木に関する知識をより深め
るための研鑽を積んでもらうつもりです。

2023年に向けての抱負

2023年も変わらず、顔の見える関係を重視して
いくつもりです。具体的には、お客様に向けたア
プローチを積極的に行うこと。ホームページ等で
情報発信していくほか、木工体験などの各種イベ
ントを通して、私たちがどのような思いで家づく
りを行っているのか、さらに未来に向けたビジョ
ンについても共有していければと思います。

材料に関しては、外部から調達するという選択
肢もありますが、藤川工務店では地域産材の使用
にこだわります。30 ～ 40 年後に修繕が必要に
なっても入手しやすい等のメリットもあります
が、なにより、地元の木材の美しさを多くの方に
知ってもらいたい、地域に根ざした工務店であり
たいとの思いがあるからです。
家づくりはもちろん、ご購入後のアフターフォ
ローまで、当たり前のことを当たり前に行う。お
客様のご支持を得られる会社であるために、この
先も皆様のご期待に応えていく所存です。

2023年も藤川工務店のよさはそのままに、未来
のために変化するべき部分は柔軟に対応しつつ、
飛躍を続けてまいります。今後も変わらぬご厚誼
を賜りますようお願い申し上げます。



不動産営業本部
企画室長

藤川 優美さん
ふじ   かわ        ゆ     み

この度社外報を発行する運びとなりました！
顔が見える家づくりをモットーに沢山の方に

当社を知っていただければと思います。
ぜひお楽しみください！

社外報

❶イベント・取り組みなどの情報の発信
❷地元の皆さんにより当社を知ってもらう
❸地元の皆さんとのコミュニケーション活性化

社 外 報 発 行 の 目 的 毎月
発行します！

担当者としての意気込み
この度社外報の担当を務めることになりました。皆さまに
色 な々情報をお届けし、楽しんでいただけるように頑張り
たいと思います。よろしくお願いいたします。

今後やってみたい企画

社外報担当者をご紹介

創る家『ＳＯＵ』（ゲストハウス）の探検企画
創る家『ＳＯＵ』（ゲストハウス）の紹介とこだわりPOINTを公開！

最新モデルハウスに泊まってみた企画
モデルハウスに宿泊した方の体験談をご紹介！ 

社長（役員）の１日に密着企画
普段社長（役員）はどんな１日を過ごしているのか？！
をご紹介！

ぜひ皆さん楽しみにしていてください……♪
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川工務店の歩み藤
どんな歩みで会社は成長してきたのでしょうか？
藤川社長と共にその歩みを振り返ってみましょう。

昭和10年 ●創業

昭和49年
●建築工事業
　高知県知事許可（一般）取得

昭和57年 ●二級建築士事務所開設

平成８年
●住宅性能保証制度登録
　建築工事業：高知県知事許可（特定）取得
　土木工事業：高知県知事許可（一般）取得

平成９年 ●高耐久住宅の開発・販売開始

平成18年 ●合法木材供給事業者認定

平成22年 ●モデルハウス「香杉」オープン

平成30年

●新建築ＣＡＤシステム導入
●食品事業部開設

令和元年

●不動産営業本部新設
●宅地建物取引業登録 公益社団法人
　高知県宅地建物取引業協会会員

令和４年
●ＺＥＨビルダー登録
●現場管理システム導入
●吉野モデルハウス『宮の前ビレッジ』オープン

●全棟数に構造計算導入
●一般社団法人 日本木造住宅産業協会会員
●一級建築士事務所開設

私は以前、食品関係の会社の社長を務めていました。その
頃から付き合いのあるシェフを誘って誕生したのが、食品事
業部です。事業内容は、地元農家から野菜を仕入れ、加工
して販売するというもの。現在はキッチンカーでシェフの得意
分野である中華料理を販売しています。

不動産営業本部の新設は、会社にとって大きな投資です。
会社の基盤となる部署になるので、営業担当の皆さんの活
躍には大いに期待しています！

「ヒノキやスギをふんだんに使用したモデルハウス
を建てたい」と考えていたところ、林野庁の補助金
の対象に当社が該当することが判明。予算の半分
ほどを補助金でまかない、念願が叶いました！この
モデルハウス建設を機に、営業体制の強化につい
て本腰を入れることになります。



じゃがいも

イベントを実施しました♪
＆掘 り 放 題 食 べ 放 題

日程：12月４日（日）　13:00 ～15:00

会場：長岡郡本山町大石1789-2
 （クラインガルテンもとやま横）

集合場所：モデルハウス　宮の前ビレッジ
　　　　　車でクラインガルテンへ移動

お子さんからお年寄りの方まで、多くの方にお越しいただきました。
当日の様子と共に振り返ります！

Event
  Report

最年長90歳！

いっぱい
取るぞ！

いも発見!!

楽しくじゃがいも掘りが
できました。今後も参加
します！

景色が良くじゃがいもを美
味しく味わえました。ありが
とうございました！

農業大学校での農作業実習時間の風景が
よみがえる、楽しい芋掘りイベントでした。
今後、開催されるイベントにもできるだけ参
加したいと思うので、よろしくお願いします。

またよろしく！

すごくたくさん掘れて
良かったです。

今後サツマイモ掘
りもぜひやってい
ただきたいです！

楽しいイベントでした。クライン
ガルテンまで行ったことがな
かったので嬉しく思いました。



心新たに迎えた2023年は卯年。うさぎが跳ねるように「飛躍」すべく、挑戦したいこと、
叶えたい夢を掲げてみてはいかがでしょうか？皆さんも一緒にホップ・ステップ・ジャンプ！

2023年目標宣言！

かわ   い   よう  じ

川井 陽二さん

家に関する施主様の困りごとに対して、ベストな提
案ができる知識と能力をつけたいと常日頃考えて
います。

狩猟免許取得！

仕事

プライベー
ト

不動産営業本部長
常務取締役執行役員
 おさ だ     いく ひこ

長田 郁彦さん

総務部　部長
ふじ かわ     か  な

藤川 佳南さん

これやります！

挑戦したいと思います！

役に立つこと！

設計事務所に新しく登録し、動き出した年であり、
地域に責任を持って貢献しなければならないこと
を再確認することができた年でもありました。

お客様・お取引先の方、全ての皆様に満足い
ただけるよう、努力したいと思っています。

いつも行きたいと思いながら行けていないの
で、時間をつくって行きたいと思います。

夏季大学受講

仕事

プライベー
ト

笑顔で頑張ること

「あなたのそばに土佐の森」地域資源を活用した住まいづくりを基本に、今
年度「顔が見える家づくり」をテーマに環境を重視した永く住み続けられる
ストック住宅・新しいモデルハウスを建築いたしました。新しいスタッフも増
え、時代とともに変化・成長への一歩を踏み出した年だったと感じています。

専務取締役
ふじ かわ   たく ろう

藤川 拓郎さん

近年、建設業は多くの法律の改正や、新基準に対応して
いかなくてはなりません。ひと昔前まで当たり前に使えて
いたものが使えなくなるほか、インターネットの普及によ
りお施主様のほうがはるかに勉強してくることも増えてい
ます。その方に誠心誠意対応できるように日々勉強してい
きたいと思います。

家は家族の中心となるところです。多様化する
ニーズに対応するため、建設業の資格はもちろ
ん、他業種の資格にも挑戦したいと思います。家
のあらゆることに対応できるように、現在は「遺
品整理士」の資格に挑戦中です。

建設業に限らず資格の取得に挑戦する

仕事

プライベー
ト

昨日より今日が
成長する毎日をおくる

大豊学園の竣工、そして本山町５区の更新
住宅設備工場が終わり、大きな区切りの年
となりました。また、工事部内での人の入れ
替わりもあり、新鮮な気持ちで工事を行い
ました。また、新たに設計事務所を設立し、
より本山町民に寄り添った耐震改修などの
着手を進める１年でした。

ビジネスのヒントは、必ずお客様のなかにありま
す。昨年もお客様から�咤激励のお言葉と、多く
のヒントをいただきました。まだまだ改善実行が
必要です。微力を尽くして取り組む所存です。

コロナを言い訳に、実は実力不足で達成できま
せんでした。本年は気力・体力とも万全にして
挑戦します。

県シニアテニス大会上位入賞、
九重連山(大分県)登頂、サーフィン検定４級、
キジバト狩猟

仕事

プライベー
ト

一期一会。お客様の立場に立ち、
昨年以上にお客様にも自分にも納得のいく、
より良いご提案ができるよう心がけます。

ウクライナ危機、ウッドショック、円安による物価上昇が懸念された１年
でした。資材価格の上昇や資源調達にかかるリスクは今後も続くと考え
られます。不透明なVUCA時代にありながらも、次に繋がる仕事を模索
した１年でした。対外的には、不動産物件取得、展示場オープン、イベン
ト開催、ホームページ刷新、簡易宿泊開始、民泊登録、新築戸建住宅ご
契約とお引渡しがあり、社内では、新スタッフ参入と組織再編、現場工程
デジタル化、定例会議開催などが実施された変革の年でした。

2022年はどんな1年？

2022年はどんな1年？

2022年はどんな1年？

2022年はどんな1年？

建設部　本部長
設計課・工事管理課


